
今後の取組について

＜令和８年度事業＞

・これまでの事業を基盤として、ポリファーマシー関連事業を継続的に実施していく。

・実施にあたり、これまで同様、関係団体の皆様に御協力をお願いしたい。
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資料３－１

ポリファーマシー研修会

• これまでの実施方法を基本的には踏襲

• 各団体の研修単位付与を継続

• オンデマンド配信等の活用

おくすり見える化シート

• 令和７年度の実施結果を踏まえた利活用促進（表示薬効分類の拡充等）

また次についても検討を行いたい

・県内外で行われた薬物療法の適正化に繋がる優良な取組を収集、横展開

・日本版抗コリン薬リスクスケール等を活用したレセプト分析事業



（参考）レセプト分析事業について
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令和７年７月９日
第20回高齢者医薬品適正使用検討会
資料１より



（参考）レセプト分析事業について
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令和７年７月９日
第20回高齢者医薬品適正使用検討会
資料１より



（参考）レセプト分析事業について
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令和７年７月９日
第20回高齢者医薬品適正使用検討会
資料１より



（参考）レセプト分析事業について
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令和７年７月９日
第20回高齢者医薬品適正使用検討会
資料１より



今後の取組について

令和８年度（2026年度）

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月

協議会
●

第１回
●

第２回

おくすり見える化シート
事業

ポリファーマシー研修会
（多職種向け）

●

啓発事業

●
啓発

「薬と健康
の週間」

資材等検討 事業実施 結果分析
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